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東日本旅客鉄道株式会社 

 

2021年 3月期第 2四半期決算に関する電話一斉取材 主な Q & A 

 

［コスト削減］ 

Ｑ： 営業費用が計画を 55億円下回ったとのことだが、コストダウンの進捗状況は。 

 

Ａ： JR東日本単体で 624億円のコストダウンを行うと発表しており、第 2四半期時点では

335億円のコストダウンを実施した。具体的には、夏賞与 110億円、車両修繕費 18億

円、収入対応経費 102 億円、広告宣伝費等 30 億円、警備委託費用 15 億円、物品費削

減等 60億円のコストダウンを実施した。 

 

［オフィス事業］ 

Ｑ： 一般的に厳しい状況にあるオフィス事業の実績は。 

 

Ａ： 第 2 四半期の既存オフィスの収入は対前年 106.4％であった。状況を注視していく必

要はあるが、第 2 四半期決算の実績を見る限り当社のオフィス事業は堅調に推移して

いると考えている。 

 

 

 

以 上 


